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はじめに 近年，計測や通信などの分野にお

いて光学機器を活用した高度化が進められてい

る．それらに用いられる光学機器の高機能化に

は様々な光学素子を組み込むことで実現されて

おり，新しい特性を有する光学素子の設計は光

学機器の発展に重要な役割を担っている．高い

回折効率を特徴とするマルチレベル光学異方性

回折格子 [1]の設計は，光学に関する高度な技

術や知識を有する人材が必要であり，さらに時

間的コストも必要であるため，新たな特性を有

する構造設計の課題となっている．我々は，設

計に要する人的及び時間的コストの削減のため

に計算機を用いて設計する手法を考案した [2]．

本研究では，機械学習を用いて 3次元マルチレ

ベル光学異方性回折格子の設計を行う方法を検

討した．

解析モデル図 1に本研究の解析モデルを示す．

マルチレベル光学異方性回折格子は複数の直方

体を三次元に組み合わせることで実現した．構

造を構成する直方体には偏光方位角，複屈折を

それぞれ設定した．また，機械学習のフレーム

ワークとしてGoogle社のTensorFlow[3]を用い

た．

評価のための設計 開発した方法を評価するた

め，一次回折光が図 2 に示す特性を持つ構造

[4]についての設計を行った．その結果，開発

した方法により図 2に示す特性を持つ構造の設

計が可能であることを確認した．
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Fig. 1 Analysis model of three-dimensional multi-

level anisotropic gratings.
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Fig. 2 Characteristics of the structure for the eval-

uation of the developed method.
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